
表 827　脳出血の既往　治療方法（新分類）別 （透析患者全体）

治療方法
（新分類）

既往なし 既往あり 合計 不明 記載なし 総計

施設血液透析 175,674 12,426 188,100 580 60,045 248,725

（％） (93.4) (6.6) (100.0)

Off-line HDF 3,626 303 3,929 13 1,390 5,332

（％） (92.3) (7.7) (100.0)

On-line HDF 31,310 2,032 33,342 55 11,130 44,527

（％） (93.9) (6.1) (100.0)

Push/Pull HDF 78 2 80 30 110

（％） (97.5) (2.5) (100.0)

ﾊﾞｲｵﾌｨﾙﾄﾚｰｼｮﾝ 198 11 209 1 57 267

（％） (94.7) (5.3) (100.0)

IHDF 2,542 179 2,721 64 755 3,540

（％） (93.4) (6.6) (100.0)

血液濾過 10 1 11 5 16

（％） (90.9) (9.1) (100.0)

血液吸着透析
（リクセル等使用）

1,076 64 1,140 236 1,376

（％） (94.4) (5.6) (100.0)

在宅血液透析 390 9 399 1 155 555

（％） (97.7) (2.3) (100.0)

腹膜透析
（CAPD）

2,982 140 3,122 9 1,771 4,902

（％） (95.5) (4.5) (100.0)

腹膜透析
（APD）

1,795 93 1,888 9 878 2,775

（％） (95.1) (4.9) (100.0)

腹膜透析
（CCPD）

737 24 761 4 327 1,092

（％） (96.8) (3.2) (100.0)
合計 220,418 15,284 235,702 736 76,779 313,217
（％） (93.5) (6.5) (100.0)

記載なし
（％）
総計 220,418 15,284 235,702 736 76,779 313,217
（％） (93.5) (6.5) (100.0)

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
*腹膜透析（CCPD）は、APDと手動のバック交換の両方を行うもの
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